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荷
物
の
整
理
を
し
て
い
る
と
、

た
く
さ
ん
の
手
紙
が
出
て
き

た
。
恩
人
の
手
紙
で
あ
る
。

恩
人
と
は
、
神
学
生
の
た
め

に
祈
っ
た
り
、
金
銭
的
に
支

え
た
り
し
て
く
れ
る
人
の
こ

と
。
私
の
恩
人
の
一
人
は
、

　

歳
に
な
る
ベ
ル
ギ
ー
人
の

８０女
性
だ
っ
た
。
懐
か
し
く
思

い
な
が
ら
読
み
返
し
た
。「
風

邪
は
引
い
て
い
ま
せ
ん
か
」

「
勉
強
は
つ
ら
く
あ
り
ま
せ

ん
か
」「
孫
と
一
緒
に
祈
っ
て

い
ま
す
」
私
へ
の
心
遣
い
が

つ
づ
ら
れ
て
い
た
▲
彼
女
は

高
齢
の
た
め
足
を
煩
い
、
な

か
な
か
立
つ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
寒
い
冬
に
は
特
に

痛
ん
だ
が
、
暖
房
も
つ
け
ず

に
じ
っ
と
耐
え
て
い
た
と
い

う
。
そ
の
お
金
を
私
に
送
る

た
め
で
あ
る
。
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
家
族
の
手

紙
で
、
彼
女
の
心
か
ら
の
犠

牲
を
初
め
て
知
っ
た
▲
こ
の

数
年
、
彼
女
の
こ
と
を
忘
れ

て
い
た
。「
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
」
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た

当
時
は
、
日
に
何
十
回
も

言
っ
て
き
た
言
葉
。
そ
の
記

憶
が
薄
ら
ぐ
中
で
感
謝
の
気

持
ち
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
▲

見
え
る
現
実
の
奥
に
は
、
見

え
な
い
想
い
、
人
の
生
き
様

が
あ
る
。
決
し
て
表
に
出
る

こ
と
は
な
い
、
そ
れ
で
も

し
っ
か
り
と
自
分
を
支
え
、

周
り
の
人
を
支
え
る
土
台
が

あ
る
。
絶
え
ず
原
点
に
立
ち

返
り
記
念
す
る
の
は
、
そ
れ

を
忘
れ
な
い
た
め
で
あ
る
▲

　

聖
人
列
聖
１
５
０
周
年
の

２６記
念
行
事
と
い
う
証
し
の
奥

に
、
ど
の
よ
う
な
想
い
を
汲

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
私
に
心
配
を
か
け
ま

い
と
、
一
番
上
等
の
服
を
着

け
、
化
粧
を
し
、
杖
を
外
し

て
に
こ
や
か
に
写
る
恩
人
の

写
真
を
前
に
し
て
思
う
こ
と

で
あ
る
。（
Ｆ
・
Ｏ
）

�����������������������������������������
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聖
人
ゆ
か
り
の
３
教

２６区
（
京
都
・
広
島
・
長

崎
）
で
の
記
念
行
事

６
月
８
日
（
金
）　

時　

河

１５

原
町
教
会
（
京
都
カ
テ
ド
ラ

ル
）
で
ミ
サ

６
月
９
日
（
土
）　

時　

分

１１

３０

　

広
島
教
区
・
岡
山
教
会
で

ミ
サ

６
月
９
日
（
土
）　

時　

カ

１４

ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
デ
・

ル
カ
・
レ
ン
ゾ
師
（
日
本
二

十
六
聖
人
記
念
館
館
長
）
に

よ
る
講
演
会
「
世
界
に
見
ら

れ
る　

聖
人
の
姿
」、
記
録

２６

映
画
の
上
映

６
月　

日
（
日
）　

時　

西

１０

１０

坂
で
駐
日
教
皇
大
使
ジ
ョ
ゼ

フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教

を
迎
え
て
「
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
長
崎
・
西
坂
巡
礼
所
」
プ

レ
ー
ト
除
幕
式
と
椿
の
木
の

植
樹
と
祝
福
式
、　

時　

浦

１４

上
教
会
で
ミ
サ

　

東
日
本
大

震
災
被
災
地

支
援
の
た
め

の
長
崎
教
会

管
区
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
拠
点
、

「
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
大

槌
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
」（
岩

手
県
上
閉
伊

郡
大
槌
町
）
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列聖１００周年記念式典　＝１９６２年６月１０日　長崎市西坂＝

　１８６２年、２６人の殉教者たちが列聖されました。彼らに献げられた大浦天主
堂で、キリシタンたちが奇跡の出会いを果たすのは、それから３年後のこと
でした。日本の教会の礎である殉教者たちに「新たな出会い」への取り次ぎ
を願う祈りとして、記念行事をお知らせします。

そ
の
他
関
連
行
事

６
月
７
日
（
木
）

日
本
二
十
六
聖
人
に
捧
ぐ
オ

ペ
ラ
「
二
十
六
人
の
殉
教
」

上
映
・
Ｔ 
Ａ 
Ｉ 
Ｚ �
賛
美
の

テ 

ゼ

集
い　

殉
教
者
と
心
を
交
わ

す
聖
な
る
ひ
と
と
き　

西

坂
・
聖
フ
ィ
リ
ッ
ポ
教
会　

　

時
〜　

時　

分　

オ
ペ
ラ

１７

１８

４５

「
二
十
六
人
の
殉
教
」
Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映
（
１
９
９
７
年
殉
教

４
０
０
年
祭
で
長
崎
初
演
）、

　

時
〜　

時　

分　

Ｔ
Ａ
Ｉ

１９

２０

２０

Ｚ�
賛
美
の
集
い　

教
区
エ

キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
・
諸
宗
教
委

員
会
主
催　

連
絡
先
・
野
下

千
年
師
（
℡
０
９
５
‐
８
４

２
‐
４
４
５
０
）

６
月
７
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

日
（
火
）

１２

日
本
二
十
六
聖
人
列
聖
１
５

０
年
記
念
「
世
界
遺
産
へ
の

道　

長
崎
の
教
会
群
」
想
い

出
の
光
景
展　

長
崎
浜
屋
百

貨
店
８
階　
【
内
容
】
長
崎

の
教
会
群
想
い
出
の
光
景
写

真
、
日
本
二
十
六
聖
人
記
念

館
所
蔵
展
、
他　

長
崎
の
教

会
群
を
世
界
遺
産
に
す
る

会
・
日
本
二
十
六
聖
人
記
念

館
主
催

６
月
８
日
（
金
）

日
本
二
十
六
聖
人
列
聖
１
５

０
周
年
記
念
日
の
集
い　

日

本
二
十
六
聖
人
記
念
館
と
聖

フ
ィ
リ
ッ
ポ
教
会　

９
時　
４５

分　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー　

①　

時
〜　

②　

時

１０

１４

〜　

③　

時
〜　
【
①
〜
③

１８

の
内
容
】
第
一
部　

特
別
展

示
の
観
覧　

第
二
部　

記
録

映
画
の
鑑
賞　

第
三
部　

記

念
の
ミ
サ　

※
誰
で
も
自
由

に
参
加
可
。
各
行
事
は
団
体

行
動
と
な
る
た
め
時
間
ま
で

に
資
料
館
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。
当
日
は
入
場
無
料
。

　

長
崎
南
地
区
評
議
会
主
催

６
月
８
日
（
金
）
〜

　
　
　
　

７
月
１
日
（
日
）

日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館　
５０

周
年
記
念
展　

日
本
二
十
六

聖
人
記
念
館
３
階
ホ
ー
ル

開
館
・
９
時
〜　

時　
【
内

１７

容
】
今
井
兼
次
氏
と
舟
越
保

武
氏
に
関
す
る
資
料
、
建
築

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
双
塔
の

エ
ス
キ
ー
ス
展
示
、
他　

入

場
料
・
大
人
２
０
０
円　

中

高
生
１
０
０
円　

小
学
生
以

下
無
料（
６
月
８
日
は
無
料
）

６
月　

日
（
日
）

１０

時
津
〜
浦
上　

徒
歩
巡
礼　

　

時　

分
日
本
二
十
六
聖
人

１０

１５

上
陸
の
地
記
念
碑
前
（
時
津

港
）
集
合
、　

時　

分
出
発
。

１０

３０

　

時　

分
浦
上
到
着
予
定
。

１３

３０

　

時
か
ら
の
感
謝
ミ
サ
参
加

１４を
も
っ
て
解
散
。　

長
崎
大

司
教
区
主
催　

長
崎
北
地
区

担
当

西
坂
〜
浦
上　

徒
歩
巡
礼　

　

時　

西
坂
で
の
除
幕
式
・

１０植
樹
式
に
参
加
し
て　

時　
１０

３０

分
出
発
し
て
浦
上
へ
。　

時
１４

か
ら
の
感
謝
ミ
サ
参
加
を
も

っ
て
解
散
。　

長
崎
大
司
教

区
主
催　

長
崎
南
地
区
担
当

は
、
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
す
る
と
と
も
に
支

援
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

震
災
か
ら
月
日
が
経
つ
に

つ
れ
、
被
災
者
の
生
活
の
場

は
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ

と
移
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
中

心
と
な
る
支
援
活
動
の
内
容

も
物
的
支
援
か
ら
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
へ
と
変
化
し
て
き
て
い

る
。

　

大
槌
ベ
ー
ス
長
の
古
木
眞

理
一
神
父
は
、「
昨
年
３
月

の
被
災
か
ら　

カ
月
。

１４

泥
だ
し
や
清
掃
作
業
、

小
企
業
支
援
活
動
、

そ
し
て
各
仮
設
集
会

所
で
は
お
茶
っ
こ
サ

ロ
ン
に
て
傾
聴
や
ふ

れ
あ
い
、
食
品
ミ
ニ

バ
ザ
ー
な
ど
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月　

日
（
日
）
に

２４

は
、
大
槌
町
仮
設
に

て
第
２
回
４
ベ
ー
ス

（
釜
石
、
大
船
渡
、
宮
古
、

大
槌
ベ
ー
ス
）
合
同
炊
き
出

し
会
『
ご
当
地
グ
ル
メ
祭
』

を
行
い
ま
す
。
売
上
金
は
大

槌
町
へ
寄
付
。
大
槌
ベ
ー
ス

は
九
州
物
産
を
低
価
格
で
販

売
す
る
た
め
、
九
州
各
県
の

特
色
品
の
無
料
提
供
を
募
集

し
て
い
ま
す
」。

　

ま
た
、
ベ
ー
ス
に
は
各
地

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
れ

て
い
る
が
、
特
に
大
型
連
休

後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
激
減

し
て
い
る
と
い
う
。
募
集

を
呼
び
掛
け
る
一
方
、
大

槌
ベ
ー
ス
が
一
度
に
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
最
大　

人
ま
で
で
、
集

３０

中
時
に
は
対
応
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
。「
申
し
込

み
は
ベ
ー
ス
混
乱
を
避
け

る
た
め
、
ま
ず
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
」（
古
木
神
父
）

　

大
槌
ベ
ー
ス
の
活
動
状

況
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（�������������������

�������������������

�
����������

�

�
����������
�
）
と
ブ
ロ

グ（���������
��������

���������
��������

���������������

���������������
）
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
��
�
�
�

��

�
�

　

長
崎
教
区
広
報
委
員
会
は

本
紙
「
よ
き
お
と
ず
れ
」
を

毎
月
、
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（��������
�
�
�����

��������
�
�
�����

����������������

����������������
）
に
掲
載

し
て
い
る
。
こ
の
５
月
号
か

ら
は
「
声
の
奉
仕
会
・
マ
リ

ア
文
庫
」
の
協
力
を
得
て
、

そ
の
音
声
訳
を
聴
く
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

　

毎
月
１
日
の
発
行
後
に
音

　

５
月　

日
（
日
）
雲
仙
メ

２０

モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
第　

回
２９

雲
仙
殉
教
祭
（
長
崎
大
司
教

区
主
催
、
長
崎
北
地
区
担

当
）
が
開
催
、
約
１
６
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
は
ミ
サ
に
先
立
ち
、

声
訳
を
行
う
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
中
旬
以

降
と
少
し
遅
く
な
る
が
、
文

字
を
読
む
こ
と
が
困
難
な
方

に
も
「
教
区
に
関
す
る
情
報

の
共
有
」
の
た
め
に
ぜ
ひ
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

声
の
奉
仕
会
マ
リ
ア
文
庫

で
は
、
視
覚
障
害
や
そ
の
他

の
障
害
に
よ
っ
て
自
由
に
読

む
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た

め
に
、「
よ
き
お
と
ず
れ
」

「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
」「
カ
ト

リ
ッ
ク
生
活
」「
家
庭
の
友
」

「
聖
母
の
騎
士
」「
福
音
宣

教
」「
毎
日
の
黙
想
」「
愛
誌
」

な
ど
の
録
音
図
書
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
マ
リ
ア
文
庫

（
火
〜
金　
　

時
〜　

時
、

１０

１６

℡
０
９
５
‐
８
４
７
‐
５
１

３
４
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

黒
崎
教
会
（
大

山　

繁
主
任
神

父
）
の
子
供
た

ち
が
「
福
者　

金
鍔
次
兵
衛
神

父
様
の
生
涯
」

を
紹
介
す
る
劇

を
行
っ
た
。
禁

教
令
の
中
、
多

く
の
信
徒
を
力

づ
け
神
の
も
と

へ
と
導
い
た
、

次
兵
衛
神
父
の

姿
が
力
強
く
表

現
さ
れ
て
い
た
。

　

続
い
て
ミ
サ
が
始
ま
り
、

説
教
師
を
務
め
た
コ
ン
ベ
ン

ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修

道
会
の
山
浦
義
春
神
父
は
、

神
か
ら
招
か
れ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
説
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
の
中
を
生
き
て
い
る
私

た
ち
も
神
に
招
か
れ
た
者
と

し
て
、
招
き
に
ふ
さ
わ
し
い

生
き
方
が
で
き
る
よ
う
努
め

る
決
心
を
す
る
機
会
と
な
っ

た
。

　

ミ
サ
後
、
雲
仙
地
獄
の
殉

教
地
記
念
碑
に
向
か
い
、
福

音
を
信
じ
、
殉
教
者
に
倣
い
、

殉
教
者
の
取
り
次
ぎ
に
よ
っ

て
神
の
御
旨
を
行
う
者
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
り

な
が
ら
巡
礼
を
行
っ
た
。

　

殉
教
祭
に
参
加
し
た
あ
る

男
性
信
徒
は
、「
殉
教
者
を

た
た
え
祈
る
思
い
で
、
家
族

も
一
緒
に
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
特
に
子
供
た

ち
の
劇
が
と
て
も
良
か
っ

た
」
と
語
っ
た
。
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東日本大震災被災地支援
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吉里吉里海岸での清掃活動

お茶っこサロンで餃子作り
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カトリック長崎大司教区認定53ヶ所「五島巡礼」
福江島・嵯峨島・久賀島・奈留島・中通島・

キリシタン洞窟　そして、野崎島の野首天主堂へ
日　程　2012年９月18日（火）～22日（土）4泊5日
集　合　18日（火）07：15　　解　散　22日（土）17：30
　　　　※集合・解散場所は長崎港大波止ターミナル1階
宿泊地　福江島（1泊）若松島（1泊）中通島（2泊）
定　員　20人（最少催行人数15人）
　　　　１人　８６，５００円（長崎発着）
　　　　往復ジェットフォイル、島内交通費、
　　　　4泊（5昼食、4夕食、4朝食）、ガイド料、五島巡礼手帳、入場料
旅行主催　九州商船株式会社

　長崎県知事登録旅行業第2-46号 (社)全国旅行業協会会員 国内旅行業取扱管理者 野村昌史

申し込み締め切り　2012年８月15日（水）
問い合わせ・申し込み先　九州商船　営業部
　　　　〒850－0035　長崎市元船町16-12
　　　　（TEL）095-828-3125　（FAX）095-823-2664
協　力　ＮＰＯ法人　長崎巡礼センター

　

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教

区
評
議
会
（
会
長
・�
見
三

明
大
司
教
）
は
５
月
３
日
、

２
０
１
２
年
度
総
会
を
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

主
に　

年
度
の
活
動
報
告
お

１１

よ
び　

年
度
の
活
動
方
針
・

１２

計
画
案
を
審
議
し
た
。

　

審
議
に
先
立
ち
、�
見
大

司
教
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

日
本
二
十
六
聖
人
列
聖
１
５

０
周
年
記
念
事
業
の
取
り
組

み
や
、
今
後
の
教
区
の
在
り

方
と
し
て
、

「
祈
り
」と「
学

び
」、「
一
致
と

交
わ
り
」
を
深

め
、「
福
音
を

告
げ
、
キ
リ
ス

ト
を
証
し
す

る
」
共
同
体
と

な
る
必
要
性
を

説
い
た
。

　

審
議
に
引
き

続
き
、
教
区
本

部
事
務
局
長
小

瀬
良　

明
師
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の

意
見
を
紹
介
し

な
が
ら
、
教
区

代
表
者
会
議
（
教
区
シ
ノ
ド

ス
）
に
つ
い
て
説
明
。
さ
ら

に
、
教
区
会
計
、
家
庭
特
別

委
員
会
、
信
仰
養
成
部
、
福

音
化
推
進
部
、
教
会
奉
仕
者

等
養
成
部
か
ら
今
年
度
の
活

動
計
画
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
カ

リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
大
槌
ベ
ー

ス
長
の
古
木
眞
理
一
師
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
。

　

総
会
に
は
、
各
小
教
区
評

議
会
か
ら
１
２
０
人
余
り
の

信
徒
が
参
加
。
開
催
が
日
曜

日
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
小

教
区
評
議
会
会
長
で
あ
る
主

任
司
祭
の
参
加
も
例
年
よ
り

多
か
っ
た
。

　

採
択
さ
れ
た　

年
度
活
動

１２

方
針
・
計
画
は
上
記
の
通
り
。
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１．日本二十六聖人殉教者列聖１５０周年に向けて
　　・家族そろって教会へ行きましょう。
　　・はじめの一歩は祈りある家庭から。
　　・信仰が生活の支柱である生き方を。
２．信仰年を迎えて
　　・１０月１１日から信仰年が始まる。親子で、教理（第２バ

チカン公会議公文書やカテキズム）をもう一度学ぶこ
とにしよう。

　　・学んだ教えを、心にとめ、喜びと感謝をもって、生き
てゆこう。

３．信徒発見１５０周年を迎えるにあたって
　　・長崎教区代表者会議（教区シノドス）に向けて推進す

る。
　　・殉教の意義を理解し、人々に種々の機会に説明する。
　　・各人の生活の中で殉教の精神と宣教の精神を生きる。
４．参加し、交わり、宣教する教会を目指して活動する
　　・信仰を深めよう（巡礼に参加しましょう）
　　・神の言葉に生きる（聖書愛読運動）
　　・思いやりをかたちに（クリスマス募金・一菜募金）

　

２
０
１
５

年
の
核
拡
散

防
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議

に
向
け
た
第

１
回
準
備
委

員
会
が
、
４

月　

日
か
ら

３０
５
月　

日
ま

１１

で
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
ウ
ィ
ー

ン
で
開
か
れ

た
。
外
務
省

か
ら
「
非
核
特
使
」
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
、
長
崎
平
和
推

進
協
会
継
承
部
会
の
副
部
会

長
を
務
め
る
廣
瀬 
方  
人 
さ
ん

ま
さ 
ひ
と

（　

、
城
山
教
会
所
属
）
は
、

８２
政
府
代
表
者
や
若
手
外
交
官
、

ウ
ィ
ー
ン
日
本
人
学
校
の
子

供
た
ち
に
被
爆
体
験
を
語
っ

た
。

　

４
月　

日
に
現
地
入
り
し

２９

た
廣
瀬
さ
ん
は
、
ウ
ィ
ー
ン

国
際
セ
ン
タ
ー
（　

日
）
や

３０

地
元
大
学
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外

交
ア
カ
デ
ミ
ー（
５
月
１
日
）

で
各
国
外
交
官
や
学
生
ら
に

英
語
で
被
爆
体
験
を
語
り
、

日
本
人
学
校
（
２
日
）
で
は

子
供
た
ち
に
講
話
、
５
月
４

日
に
帰
国
し
た
。
初
め
て
耳

に
す
る
被
爆
者
の
話
し
に
、

「
ビ
ビ
ッ
ド
（
生
々
し
い
）

だ
」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ

た
と
い
う
。

　

廣
瀬
さ
ん
は
、「
命
の
続

く
限
り
体
験
を
語
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
語
り
続
け
る
こ

と
が
ど
ん
な
に
貴
重
な
こ
と

か
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
」

と
話
し
、
東
日
本
大
震
災
に

伴
う
福
島
原
発
事
故
に
つ
い

て
ど
う
思
う
か
と
の
問
い
に
、

「
３
・　

以
降
、
放
射
能
に

１１

さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
々
に
ど

ん
な
ふ
う
に
寄
り
添
っ
て
い

く
か
、
被
爆
者
と
し
て
考
え

続
け
て
い
る
。
３
・　

以
前

１１

と
以
降
の
日
本
は
違
う
と
い

う
自
覚
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
新
し

い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
共

生
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
」

と
答
え
た
。
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「
聖
書
愛
読
マ
ラ
ソ
ン
」と

い
う
名
称
は
、「
聖
書
愛
読

運
動
」
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
が
も
っ
と
聖
書
に
親
し
む

こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

問
い
掛
け
を
な
さ
る
方
も
お

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

結
論
か
ら
言
う
と
、
聖
書
の

中
に
現
存
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト

に
出
会
う
た
め
な
の
で
す
。

　

教
会
は
キ
リ
ス
ト
と
出
会

う
た
め
に
特
に
２
つ
の
方
法

を
教
え
て
い
ま
す
。
１
つ
は
、

ご
聖
体
の
中
に
お
ら
れ
る
キ

リ
ス
ト
、
も
う
１
つ
は
、
聖

書
の
中
に
お
ら
れ
る
キ
リ
ス

ト
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
に
出
会
う

た
め
に
ご
聖
体
に
近
づ
き
聖
書

に
親
し
む
の
で
す
。
サ
ウ
ロ
は

キ
リ
ス
ト
の
声
を
聞
い
て
回
心

の
道
を
歩
き
始
め
ま
し
た
。
そ

の
証
し
と
し
て
パ
ウ
ロ
と
改
名

し
、
迫
害
す
る
生
き
方
か
ら
キ

リ
ス
ト
を
伝
え
る
生
き
方
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
さ
ら

に
パ
ウ
ロ
は
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ

伝
え
る
こ
と
を
義
務
や
使
命
感

に
駆
ら
れ
て
で
は
な
く
、
自
主

的
に
自
分
の
生
き
方
と
し
て
、

も
う
キ
リ
ス
ト
を
伝
え
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
ま
で
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
と
い
う
聖

女
も
、
キ
リ
ス
ト
の
声
を
聞
い

た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
も
そ
の

生
き
方
を
変
え
て
い
っ
た
の
で

す
。

　

聖
書
の
中
に
は
幾
つ
か
の
神

の
声
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

神
の
声
を
聞
い
た
人
、
つ
ま

り
、
キ
リ
ス
ト
と
出
会
っ
た

人
は
回
心
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
キ

リ
ス
ト
と
い
う
方
は
あ
ま

り
に
も
素
晴
ら
し
い
方
だ

か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
が
な
か
な
か
そ

の
生
き
方
を
変
え
ら
れ
な

い
の
は
、
キ
リ
ス
ト
の
出
会

い
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
な
の
で
す
。
何
回
と

な
く
ご
聖
体
を
拝
領
し
て

も
キ
リ
ス
ト
に
出
会
え
な

い
の
で
す
。

　

本
当
は
出
会
っ
て
い
る

の
に
私
の
目
が
キ
リ
ス
ト

を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
キ
リ
ス

ト
の
語
り
掛
け
が
あ
っ
て

い
る
の
に
私
の
耳
が
そ
れ

を
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
の
五
感
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
限
界

を
乗
り
越
え
な
い
と
キ
リ

ス
ト
と
の
出
会
い
は
不
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

聖
書
愛
読
運
動
の
終
点

は
聖
書
の
中
に
お
ら
れ
る

キ
リ
ス
ト
と
出
会
っ
た
時

と
な
り
ま
す
。
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５
月
６
日

（
日
）
善
長

谷
教
会
（
深

堀
小
教
区
）

は
、
教
会
献

堂　

年
を
祝

６０
い
、
記
念
ミ

サ
と
祝
賀
会

を
行
っ
た
。

　

記
念
ミ
サ

は
、
主
任
司

祭
紙�
新
一

師
と
長
崎
南

地
区
の
４
人

の
司
祭
と
の

共
同
司
式
で

行
わ
れ
、
善

長
谷
教
会
信

徒
と
深
堀
教

会
な
ど
か
ら

１
２
０
人
余

り
が
参
加
し

た
。

　

説
教
の
中
で
紙�
師
は
、

「
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
、

教
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
教
会
の
将
来
像

を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
岐
路
に
立
っ

て
い
ま
す
。
避
け
て
通
れ
な

い
問
題
で
す
が
、
私
た
ち
は

先
人
た
ち
が
守
り
続
け
て
き

た
教
会
と
信
仰
の
熱
意
を
、

将
来
へ
伝
え
続
け
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
た
。

　

ミ
サ
後
の
記
念
式
典
で
は
、

信
徒
代
表
と
来
賓
者
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、　

周
年
を

６０

記
念
し
て
作
成
し
た
記
念
誌

が
映
像
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

善
長
谷
教
会
は
中
町
教
会

の
巡
回
教
会
と
し
て
始
ま
り
、

１
８
９
５
年
に
旧
聖
堂
が
建

て
ら
れ
た
が
、
老
朽
化
の
た

め
中
町
教
会
主
任
の
古
川
重

吉
師
に
よ
っ
て
今
の
聖
堂
が

建
て
ら
れ
、
１
９
５
２
年
５

月
３
日
、
山
口
愛
次
郎
司
教

（
当
時
）
に
よ
り
祝
別
さ
れ

た
。

　

当
時
の
信
徒
は
約
２
５
０

人
で
現
在
は　

人
が
在
籍
し

６０

て
い
る
。
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福
江
教
会

（

（
下
口　

勲

主
任
神
父
）

は
４
月　

日
、

２２

前
日
の
悪
天

候
が
一
転
晴

れ
上
が
っ
た

中
、�
見
三

明
大
司
教
の

司
式
で
福
江

教
会
献
堂　
５０

周
年
記
念
ミ

サ
と
信
徒
会

館
落
成
祝
別
式
を
行
っ
た
。

　

福
江
の
町
の
中
心
部
に
そ

び
え
た
つ
そ
の
姿
は
信
徒
の

誇
り
で
あ
り
、
ま
た
新
聖
堂

落
成
間
も
な
く
起
こ
っ
た
福

江
大
火
で
難
を
逃
れ
る
な
ど

象
徴
的
な
建
物
で
あ
る
。
小

教
区
の
歩
み
の
中
で
節
目
と

な
る　

周
年
を
迎
え
、
記
念

５０

ミ
サ
で
は
こ
れ
ま
で
信
仰
を

伝
え
続
け
た
先
祖
の
思
い
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
次
の

世
代
へ
そ
の
思
い
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
り
を

さ
さ
げ
た
。

　

ミ
サ
に
先
立
ち
、
長
年
信

徒
の
集
い
の
場
所
で
あ
っ
た

信
徒
会
館
の
建
て
替
え
落
成

祝
別
式
も
行
わ
れ
た
。
こ
の

た
び
の
信
徒
会
館
は
靴
の
ま

ま
で
利
用
で
き
る
こ
と

が
一
番
の
特
徴
で
、
入

り
や
す
さ
を
感
じ
さ
せ

る
建
物
。
ホ
ー
ル
を
中

心
に
通
夜
に
も
利
用
で

き
る
よ
う
和
室
や
宿
泊

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

下
五
島
地
区
の
中
心
的

施
設
と
な
る
可
能
性
も

考
え
、
事
務
室
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。

　

ミ
サ
後
は
、
工
事
期

間
中
お
世
話
に
な
っ
た
近
隣

の
方
々
や
工
事
関
係
者
、
下

五
島
各
小
教
区
代
表
者
を
招

い
て
祝
賀
会
も
行
わ
れ
た
。

�������	
�
 　　　　　信徒会館落成式も

�
�
�
�
�
�
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▼
イ
エ
ズ
ス
会
立
山
修
道
院

お
知
ら
せ

●
祈
り
の
一
日　

①
６
月
15

日
㈮　

②
７
月
16
日
㈪　

③

７
月
26
日
㈭　

④
７
月
30
日

㈪　

⑤
８
月
６
日
㈪　

10
時

〜
15
時
半

●
祈
り
の
日
　々

①
６
月
９

日
㈯
〜
10
日
㈰　

②
６
月
16

日
㈯
〜
17
日
㈰　

③
７
月
28

日
㈯
〜
29
日
㈰　

④
８
月
４

日
㈯
〜
５
日
㈰　

初
日
17
時

〜
翌
日
15
時

●
集
い
と
巡
礼　

テ
ー
マ

「
あ
な
た
の
生
き
方
の
ヒ
ン

ト
に　

み
こ
と
ば
と
26
聖
人

の
生
き
方
か
ら
」　

７
月
14

日
㈯
15
時
受
付
〜
16
日
㈪
13

時
30
分
解
散　

指
導
・
デ
ィ

ア
ス
・
マ
ヌ
エ
ル
師
（
イ
エ

ズ
ス
会
士
）　

対
象
・
青
年

男
女
（
40
代
ま
で
）　

参
加

費
１
万
４
千
円
（
食
事
、巡

礼
交
通
費
含
む
）　

※
前
泊

ま
た
は
後
泊
の
方
は
費
用
追

加
。

電
０
９
５（
８
２
１
）４
５
７
７

マ
リ
ア

　

長
谷
モ
ミ
さ
ん

（
長
谷 

功
師
実
母
）

　

５
月
５
日
、佐
世
保
市
に

て
帰
天
。
94
歳
。

　

通
夜
は
５
月
６
日
浅
子
公

民
館
で
、葬
儀
・
告
別
式
は
７

日
、浅
子
教
会
で
髙
見
三
明

　

佐
世
保
市
営
バ
ス
烏
帽
子

行
き
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
里
入
口
」

下
車
。
徒
歩
約
３
分
。
標
高

４
３
０
㍍
の
高
台
に
そ
び
え

る
小
さ
な
教
会
。
１
９
５
４

（
昭
和
29
）
年
か
ら
１
９
６
０

（
昭
和
35
）
年
ま
で
に
紐
差

教
会
所
属
の
信
者
の
家
族
が

転
居
し
、佐
世
保
市
烏
帽
子

開
拓
農
協
組
合
に
入
植
す

る
。
過
酷
を
極
め
る
環
境
の

中
で
、入
植
し
た
信
徒
た
ち

は
信
仰
と
情
熱
を
絶
や
さ
ず

に
開
拓
に
励
ん
だ
。

　

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
、

ス
カ
ボ
ロ
会
の
ガ
イ
ヤ
神
父

が
俵
町
小
教
区
に
再
着
任
さ

れ
、す
で
に
田
代
町
に
あ
っ

た
信
徒
の
家
族
と
合
わ
せ
て

計
10
戸
の
信
徒
と
共
に
教
会

建
築
に
向
け
歩
み
出
す
。

　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

５
月
12
日
、俵
町
小
教
区
の

巡
回
教
会
と
し
て
聖
堂
が
建

設
さ
れ
、山
口
大
司
教
の
手

に
よ
っ
て
献
堂
さ
れ
た
。
教

会
内
部
正
面
に
は
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
が
入
れ
ら
れ
て
お

　

教
会
建
設
に
関
わ
っ
た
高

串
輝
治
さ
ん
に
聞
く
と
、炭

鉱
が
栄
え
て
い
た
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
頃
、日
曜
日
や

復
活
祭
、特
に
ク
リ
ス
マ
ス

の
夜
半
ミ
サ
な
ど
、遠
い
太

田
尾
教
会
ま
で
山
道
を
歩
い

て
熱
心
に
信
仰
を
守
っ
て
い

た
信
者
の
強
い
希
望
と
役
員

の
努
力
に
よ
り
、使
わ
れ
な

く
な
っ
て
い
た
家
具
屋
さ
ん

の
倉
庫
を
基
礎
と
し
て
教
会

が
造
ら
れ
た
。

　

そ
の
頃
働
き
に
来
て
い
た

五
島
や
外
海
の
信
者
の
あ
つ

い
信
仰
に
よ
る
協
力
も
忘
れ

ら
れ
な
い
と
話
し
て
い
た
。

　

教
会
の
中
は
今
も
当
時
の

ま
ま
の
畳
敷
き
と
な
っ
て
い

る
。
造
船
の
町
へ
と
変
化
す

る
中
、現
在
の
信
徒
も
、過
疎

地
で
あ
り
な
が
ら
仕
事
の
た

め
に
大
島
に
住
む
よ
う
に

り
、純
日
本
調
の
十
二
単
の

マ
リ
ア
と
幼
子
イ
エ
ス
の
優

姿
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

（
俵
町
小
教
区
50
年
誌
「
輪
」

か
ら
抜
粋
・
加
筆
）（
俵
町

小
教
区
主
任
・
熊
谷
裕
司
）

　

尾
立
山
集
会
所
は
、現
在

の
鹿
子
前
小
教
区
巡
回
教
会

「
船
越
教
会
」
の
発
祥
の
聖

堂
で
あ
る
。

　

い
つ
の
頃
か
定
か
で
な
い

が
、五
島
や
平
戸
、黒
島
方
面

か
ら
日
本
軍
の
仕
事
関
係
や

漁
業
、農
業
な
ど
に
携
わ
る

人
た
ち
が
移
り
住
む
よ
う
に

な
っ
た
。
も
と
も
と
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
が
多
い
離
島
の

移
住
者
た
ち
。
彼
ら
は
信
仰

の
火
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

お
祈
り
す
る
場
所
を
つ
く
り

上
げ
た
。
そ
れ
が
尾
立
山
集

会
所
（
西
海
パ
ー
ル
シ
ー
の

小
高
い
丘
の
場
所
）で
あ
る
。

　

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年

頃
に
日
本
軍
施
設
拡
張
の
た

め
立
ち
退
き
の
命
令
を
受

け
、紐
差
教
会
の
古
材
を
利

用
し
船
越
教
会
を
建
設
。
そ

の
後
、三
浦
町
教
会
の
巡
回
と

な
る
。
１
９
６
２
（
昭
和
37
）

年
船
越
小
教
区
と
な
る
が
70

（
昭
和
45
）
年
船
越
教
会
と

鹿
子
前
教
会
が
分
か
れ
、鹿

子
前
小
教
区
と
な
り
巡
回
教

会
と
な
る
。
現
在
の
世
帯
数

は
80
戸
。
高
齢
化
と
と
も
に

子
供
の
数
が
減
り
侍
者
も
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、役

員
の
平
均
年
齢
は
58
歳
。
若

き
パ
ワ
ー
で
先
祖
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
信
仰
と
祈
り

を
こ
れ
か
ら
も
守
り
た
い
。

（
船
越
教
会
・
赤
波
江
利
秋
）

と
を
知
っ
た
。

　

純
心
女
子
学
園
の
創
立

者
江
角
ヤ
ス
修
道
女
は
、被

爆
後
の
純
心
復
興
の
原
点
と

な
っ
た
こ
の
丘
に
、原
爆
で
死

な
せ
て
し
ま
っ
た
生
徒
の
親

の
老
後
の
世
話
を
す
る
た
め

ホ
ー
ム
を
開
設
し
た
。
草
花

や
自
然
を
愛
し
た
江
角
修
道

女
の
精
神
を
継
承
し
、人
々

の
癒
や
し
の
場
と
も
な
る
よ

う
、こ
の
た
び
こ
こ
に
公
園
と

ル
ル
ド
が
整
備
さ
れ
た
。

　

公
園
は
、石
原
和
幸
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
の
設
計
・
施
工

に
よ
る
も
の
で
、中
央
に
は

な
っ
た
人
た
ち
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、ミ
サ
や

教
会
行
事
へ
の
参
加
者
は
少

な
い
の
が
現
状
で
、お
互
い

の
絆
を
ど
う
結
ん
で
い
く
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
小
さ
な
教
会
に
ま
か

れ
た
キ
リ
ス
ト
の
種
を
大
切

に
育
て
、芽
を
出
し
、や
が
て

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
先
祖
が
守
り
続
け
て

き
た
信
仰
の
道
を
共
に
歩
ん

で
い
き
た
い
。（
間
瀬
教
会
信

徒
・
菅
原
妙
子
、江
川
勝
市

＝
写
真
）

　

４
月
28
日
、軽
費
老
人

ホ
ー
ム
「
と
き
わ
荘
」（
社
会

福
祉
法
人
純
心
聖
母
会
、長

崎
市
三
ツ
山
町
）
で
「
恵
の

丘
公
園
・
ル
ル
ド
」
の
祝
福

式
が
、関
係
者
２
０
０
余
人
の

列
席
の
も
と
髙
見
三
明
大
司

教
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
場
所
は
、戦
時
中
、純
心

女
子
学
園
の
疎
開
地
と
な
っ

て
い
た
。
原
爆
の
当
日
、こ

こ
に
松
脂
採
集
に
来
て
い
た

　

神
ノ
島
教
会

（
川
口
昭
人
主
任

神
父
）
は
５
月
６

日
、航
海
安
全
祈

願
と
高
鉾
島
殉
教

を
記
念
す
る
「
岬

の
聖
母
祭
」
を
教

会
近
く
の
ド
ン
ク

岩
海
岸
で
行
い
、

約
１
５
０
人
が
参

加
し
た
。

平
和
の
象
徴
で
あ
る
鳩
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
、恵
の
丘
の

由
来
を
刻
ん
だ
石
碑
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

生
徒
と
修
道
女
は
、爆
風
で

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
動
員
学

徒
の
名
簿
の
焼
け
残
り
が

降
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

工
場
や
学
園
が
被
爆
し
た
こ

ド
ス
）
が
開
催
さ
れ
る
。

　

長
崎
教
区
の
将
来
を
教
区

民
全
体
で
具
体
的
に
考
え
る

こ
と
が
そ
の
目
的
。
昨
年

10
月
、シ
ノ
ド
ス
事
務
局
は

「
教
区
代
表
者
会
議
（
教
区

シ
ノ
ド
ス
）
に
向
け
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
71
小
教
区
に

配
布
し
、今
年
４
月
末
を
締

め
切
り
と
し
て
い
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、「
家
庭
」「
小
教

区
」「
大
司
教
区
」「
そ
の
他
」

の
項
目
か
ら
な
り
、選
択
式

だ
け
で
な
く
、意
見
や
理
由

な
ど
を
記
入
す
る
欄
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。

　

５
月
11
日
現
在
、66
小
教

区
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、

シ
ノ
ド
ス
事
務
局
で
集
計
を

進
め
て
い
る
。
集
計
結
果
は

家
庭
特
別
委
員
会
と
３
つ
の

部
（
信
仰
養
成
部
、福
音
化

推
進
部
、教
会
奉
仕
者
等
養

成
部
）
で
分
析
さ
れ
、再
度

事
務
局
で
ま
と
め
ら
れ
た

後
、各
小
教
区
に
配
布
さ
れ

る
。

　

事
務
局
は
「
６
月
い
っ
ぱ

い
に
は
集
計
を
完
了
し
、各

小
教
区
に
返
し
た
い
」
と
し

て
い
る
。

　

２
０
１
５
年

は
信
徒
発
見

１
５
０
周
年
。

記
念
す
べ
き
年

を
迎
え
る
準
備

と
し
て
14
年
に

教
区
代
表
者
会

議
（
教
区
シ
ノ

　

５
月
３
日
か
ら
６
日
に
か

け
て
、イ
エ
ズ
ス
会
立
山
修

道
院
で
中
村
倫
明
師
指
導
の

も
と
ク
ル
シ
リ
ヨ
が
開
催
、

23
小
教
区
か
ら
37
人
（
男

13
、女
22
、修
道
女
２
）
が
参

加
し
た
。
参
加
者
は
聖
霊
に

よ
る
〝
絆
〞
を
確
か
め
合
っ

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
へ
派
遣

さ
れ
て
い
っ
た
。
参
加
教
会

と
人
数
は
次
の
通
り
。

　

浦
上
３
、稲
佐
１
、中
町

１
、飽
の
浦
２
、本
河
内
１
、

愛
宕
１
、深
堀
１
、滑
石
３
、

さ
く
ら
の
里
聖
家
族
１
、黒

崎
１
、樫
山
１
、時
津
３
、長

与
１
、植
松
３
、水
主
町
１
、

相
浦
１
、大
野
１
、平
戸
１
、

上
神
崎
１
、田
平
１
、青
砂
ヶ

浦
３
、真
手
ノ
浦
１
、水
の
浦

１
、三
井
楽
１
、聖
マ
リ
ア
在

俗
会
２

大
司
教
の
主
司
式
、35
人
余

の
司
祭
の
共
同
司
式
に
よ
り

行
わ
れ
、永
遠
の
安
息
を
願

い
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。
式
中
、

孫
娘
温
香
さ
ん
（
20
歳
）
の

心
温
ま
る
弔
辞
に
、参
列
者

の
中
に
は
涙
す
る
方
も
い
た
。

　
「
８
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
、

最
後
ま
で
心
身
共
に
健
康
で

皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
、94
歳
に

な
る
ま
で
周
り
の
人
た
ち
か

ら
大
切
に
さ
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら
帰
天
し
ま
し
た
。

神
に
感
謝
！
」（
長
谷
神
父
）

ま
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
高
鉾
島
で
殉
教
し
た

２
人
の
殉
教
者
も
今
の
私
た

ち
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
た
教
え
を
大
事

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
掛
け
た
。

　

１
６
１
７
年
に
宣
教
師
を

か
く
ま
っ
た
宿
主
が
処
刑
さ

れ
た
と
の
記
録
が
残
る
高
鉾

島
。
こ
の
岬
の
突
端
に
は

１
９
４
９
年
、航
海
安
全
を

願
い
マ
リ
ア
に
加
護
を
託
し

て
聖
母
マ
リ
ア
像
が
建
て
ら

れ
た
。

　

当
日
は
、代
々
地
元
で
水

産
業
を
営
む
暁
星
水
産
の
船

が
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
て
船

団
を
組
み
、海
上
パ
レ
ー
ド

を
行
っ
た
。
ミ
サ
後
、神
ノ

島
教
会
の
信
徒
で
あ
り
、同

水
産
の
代
表
を
務
め
る
宮
崎

国
安
さ
ん
は
「
神
父
さ
ま
と

た
く
さ
ん
の
信
徒
の
方
々
か

ら
祈
り
と
祝
福
を
い
た
だ
き

感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で

す
」
と
話
し
て
い
た
。

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

●
谷
口 

望
様
（
浦
上
）

　

故
ヨ
ハ
ネ
谷
口
藤
男
様

　

右
の
方
か
ら
神
学
生
養
成

の
た
め
に
香
典
返
し
に
代
え
て

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お
礼

と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
め
い
福
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ミ
サ
の
前
に
は
聖

母
行
列
が
あ
り
、祈

り
と
子
供
た
ち
に
よ

る
花
ま
き
も
行
わ
れ

た
。
ミ
サ
の
説
教
の

中
で
、山
浦
義
春
神

父
（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア

ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

修
道
会
）
は
、「
マ

リ
ア
さ
ま
を
信
じ
て

航
海
安
全
を
祈
願
し

ま
し
ょ
う
。
過
去
・

現
在
・
未
来
は
イ
エ

ス
さ
ま
、マ
リ
ア
さ

▼
正
義
と
平
和
全
国
集
会
長

崎
大
会
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
こ

れ
か
ら
『
正
義
と
平
和
』
の

話
を
し
よ
う
！
」　

６
月
24

日
㈰
13
時
〜
15
時　

カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

講
師
・
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ

ル
師
（
南
山
大
学
教
授
、神
言

修
道
会
）　

教
区
福
音
化
推

進
部
平
和
推
進
委
員
会
主
催

▼
公
開
聖
書
講
座
「『
使
徒

言
行
録
』
か
ら
福
音
宣
教
を

考
え
る
」　

６
月
28
日
㈭
19

時
〜
20
時
半　

カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

講
師
・

髙
見
三
明
大
司
教　

前
売
券

８
０
０
円
（
当
日
千
円
）

申
込
先
・
生
涯
養
成
委
員
会

電
０
９
５（
８
４
１
）７
７
３
１

▼
長
崎
コ
レ
ジ
オ
、長
崎
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
合
同
「
第
７

回
召
命
祈
願
ミ
サ
」　

６
月

29
日
㈮
19
時　

大
浦
天
主
堂

▼
う
ら
か
み
憲
法
九
条
の
会

７
周
年
記
念
行
事
「
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ　

１
９
４
５　

ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
」
上
映
会

　

７
月
29
日
㈰
14
時　

カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
講
堂　

鑑

賞
券
（
大
人
・
大
学
生
・
シ

ニ
ア
）千
円
、小
中
高
生
無
料
。

問
合
先
・
佐
藤
澄
人

電
０
９
５（
８
４
７
）５
８
４
３

カトリック中町教会にて
震災のための祈りのリレー
2012年６月11日（月）

６時30分 ミサ～19時 夕の祈り

◆６時30分ミサと19時夕の祈りは
共同です。夕の祈りはテゼ共同体
の歌を用いて行います。
◆30分を１単位とし、１人で何単位
でも可能です。
◆始まりは０分と30分とします。
◆祈りの形式は、特に定めません。
◆聖堂に来られない方は「聖堂外」
でその時間を決めていただき、病
床、居間、学校、職場でも、お気
軽にご参加ください。
◆参加の方は差し支えなければ時
間、聖堂、聖堂外を以下のアドレ
ス宛てにお知らせください。
　　fr05abe19ko@yahoo.co.jp

　　ブラザー阿部光一
　　　　　　　（聖パウロ修道会）
◆参加対象はどなたでも。

　震災のための祈りのリレーは毎月
11日に行っています。長崎では今回
初めて行われます。
　皆様の参加をお待ちいたします。

と
き
わ
荘

「
恵
の
丘
公
園
・ル
ル
ド
」
祝
福

第
１
３
０
回
ク
ル
シ
リ
ヨ

教区代表者会議
アンケート集計状況

巡
回
教
会
め
ぐ
り
⑯

俵
町
小
教
区

鹿
子
前
小
教
区

太
田
尾
小
教
区

平
和
の
元
后

聖
母
マ
リ
ア

紐
差
教
会
の
古
材
を

利
用
し
て
建
設

ル
ド
ビ
コ
茨
木
に

さ
さ
げ
ら
れ
た
教
会

岬の聖母祭岬の聖母祭
　　　神ノ島教会　　　神ノ島教会
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「
神
は
御
自
分
に
か
た

ど
っ
て
人
を
創
造
さ
れ
た
。

神
に
か
た
ど
っ
て
創
造
さ
れ

た
。」（
創
世
記
１
章
27
節
）

　

昨
年
度
、長
崎
の
南
山
小

学
校
で
宗
教
の
授
業
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る

日
の
授
業
で
「
松
原
湖
畔
に

て
」
の
歌
を
歌
い
、そ
の
歌

詞
の
内
容
を
絵
に
描
く
と
い

う
勉
強
を
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
こ
の
歌
が
大
好
き

で
歌
詞
も
見
ず
に
大
声
で
歌

い
ま
す
。
し
か
し
、絵
を
描

く
と
な
る
と
な
か
な
か
難
し

い
よ
う
で
す
。
ま
ず
、質
問

攻
め
が
始
ま
り
ま
す
。「
ま
つ

ば
ら
っ
て
何
？
」「
こ
は
ん
っ

て
？
」「
シ
ャ
ロ
ー
ム
っ
て
？
」

そ
れ
で
も
、子
ど
も
た
ち
な

り
に
こ
の
歌
詞
を
理
解
し

て
、絵
を
描
き
始
め
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、子
ど
も
た
ち

が
ど
ん
な
絵
を
描
い
た
か
想

像
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
、イ
エ
ス
様
と
自
分
が

湖
の
ほ
と
り
で
出
会
う
場
面

な
の
で
す
が
、多
く
の
子
ど

も
た
ち
は
歌
詞
に
は
登
場
し

な
い
人
や
物
も
描
い
て
い
ま

し
た
。
太
陽
や
星
、花
や
動

物
や
虫
、友
達
や
好
き
な
ア

ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
描
い
た
子
も
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
絵
は
本
当
に

十
人
十
色
で
、個
性
的
な
も

の
ば
か
り
で
し
た
。
あ
ら
た

め
て
、子
ど
も
の
想
像
力
（
創

造
力
）
に
は
限
り
が
無
い
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

神
様
は
全
く
何
も
な
い

状
態
か
ら
こ
の
世
界
を
創

造
し
、最
高
傑
作
と
し
て
私

た
ち
人
間
を
創
造
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
も
、御
自
分
に

似
せ
て
。「
え
っ
？　

何
が

似
て
る
の
？
」
と
皆
さ
ん

も
疑
問
に
思
う
で
し
ょ
う
。

人
間
が
神
様
と
似
て
い
る

こ
と
、そ
の
一
つ
は
創
造
す

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
人
間
に
は
物
事
を
整

理
し
て
考
え
、そ
こ
か
ら
新

し
い
も
の
を
生
み
出
す
能

力
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
あ
る

も
の
を
見
て
み
て
く
だ
さ

い
。
精
神
的
な
も
の
を
含

め
、そ
れ
ら
は
歴
史
の
中

で
、一
つ
一
つ
誰
か
が
生
み

出
し
て
い
っ
た
も
の
で
す
。

人
間
の
創
造
力
が
発
揮
さ

れ
る
時
、人
間
は
生
き
が
い

を
感
じ
、周
り
の
人
た
ち
は

そ
の
人
に
魅
力
を
感
じ
ま

す
。
そ
れ
は
神
様
の
創
造
の

業
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
し
か
し
、神
様
の
御

心
に
背
く
よ
う
な
創
造
も

あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
た

ち
が
苦
し
み
、破
壊
や
分
裂

を
生
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

教
会
は
、神
様
へ
の
賛
美
と

感
謝
の
た
め
に
、ま
た
社
会

へ
の
奉
仕
の
た
め
に
、人
間

の
創
造
力
を
発
揮
す
る
場

だ
と
思
い
ま
す
。

�

谷脇誠一郎神父谷脇誠一郎神父
（長崎カトリック神学院）（長崎カトリック神学院）

「
ま
つ
ば
ら
こ
は
ん
に
て
」

カ
ッ
ト
・
津
田
菜
々
子
さ
ん

（
南
山
小
・
３
年
生
）

実
施
し
、
２
日
間
で
地
域
住

民
と
各
地
か
ら
の
参
加
者

１
０
０
人
余
が
青
々
と
生
育

し
た
茶
葉
を
収
穫
し
た
。

　

地
域
住
民
で
組
織
す
る

「
う
ー
で
ー
ら
（
大
平
の
意

味
）」
は
、「
ド
・
ロ
さ
ま
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
マ
ル

コ
・
マ
リ
ー
・
ド
・
ロ
神
父

が
開
墾
し
た
農
地
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
て
、今
回
の

茶
摘
み
は
そ
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
。
茶
畑
は

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
。
参
加
者
は
楽
し
そ
う
に

の
ん
び
り
と
、子
供
た
ち
も

畑
の
中
を
走
っ
て
過
ご
す
な

ど
し
な
が
ら
、両
日
と
も
約

３
時
間
か
け
て
作
業
し
た
。

　

主
催
者
は
、「
ド
・
ロ
さ

ま
が
息
づ
い
て
い
た
場
所
と

入
学
後
は
こ
の
祈
り
を
早

い
う
ち
に
覚
え
る
と
い
う
。

　

第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議

（
１
９
６
２
〜
65
年
）
後
、す

べ
て
ラ
テ
ン
語
で
行
わ
れ
て

い
た
典
礼
は
日
本
語
に
な

り
、ラ
テ
ン
語
を
聞
く
機
会

は
大
変
少
な
く
な
っ
た
。「
ど

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
唱

え
て
い
る
か
」と
の
問
い
に
、

神
学
生
の
１
人
、萩
原
篤
志

さ
ん
（
中
１
、福
岡
・
今
村

教
会
）
は
、「（
今
日
の
）
意

向
で
恩
人
の
た
め
に
と
祈
り

が
始
ま
り
ま
す
が
、祈
っ
て

岡
、広
島
、東
京
か
ら
１
０
０

人
余
が
参
加
し
た
。

　

集
い
で
は
テ
ー
マ
で
あ
る

「
み
言
葉
」
が
、分
か
ち
合
い

や
、ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、劇
、

コ
ー
ラ
ス
、奄
美
ダ
ン
ス
、バ

ン
ド
な
ど
の
体
験
を
通
し
て

深
め
ら
れ
た
。
２
日
目
に
は

烏
帽
子
岳
の
頂
上
か
ら
眺
め

を
楽
し
み
、そ
の
後
、若
者
た

ち
の
提
案
に
よ
っ
て
一
致
し

た
世
界
の
た
め
に
「
平
和
の

祈
り
」
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
今
夏
に
若
者
の
祭
典

（
ジ
ェ
ン
フ
ェ
ス
ト
）
が
ハ

い
る
う
ち
に
家
族
の
た
め
に

も
お
祈
り
し
て
い
ま
す
」
と

答
え
た
。

　

古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い

る
ラ
テ
ン
語
の
祈
り
。
神
学

生
た
ち
は
ロ
ザ
リ
オ
を
つ
ま

ぐ
り
、今
日
も
大
切
に
唱
え

て
い
る
。

　

フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
主
催
の

「
マ
リ
ア
ポ
リ
」
が
５
月
３

日
か
ら
５
日
に
か
け
て
佐
世

保
で
開
催
、仏
教
徒
の
方
々

を
含
め
、長
崎
、鹿
児
島
、福

そ
の
精
神
に
実
際
に
触
れ
て

い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
の
人

に
ド
・
ロ
さ
ま
の
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
ド
・
ロ
さ

ま
を
〝
過
去
の
人
〞
と
捉
え

る
の
で
な
く
『
今
の
私
た
ち

に
も
何
か
で
き
る
の
で
は
』

と
自
分
た
ち
で
考
え
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
」。

　

茶
摘
み
作
業
後
の
昼
食
時

に
は
「
だ
ん
ご
汁
」
の
差
し

入
れ
を
い
た
だ
き
、参
加
者

は
ド
・
ロ
さ
ま
か
ら
の
贈
り

物
に
感
謝
し
つ
つ
晴
れ
や
か

な
１
日
を
過
ご
し
た
。

　

今
年
は
葉
の
の
び
が
良

く
、摘
み
取
っ
た
生
茶
葉
は
約

１
１
４
㌕
。
製
茶
し
た
葉
は
、

25
㌘
２
０
０
円
、50
㌘
４
０
０

円
で
販
売
さ
れ
る
。
問
い
合

　

聖
パ
ウ
ロ
修
道
会
・
女
子

修
道
会
、師
イ
エ
ズ
ス
修
道
女

会
は
５
月
26
日
、第
46
回
「
世

界
広
報
の
日
（
復
活
節
第
６

主
日
）」
に
あ
た
り
カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
集
い
を
開
催
、

約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
沈
黙
と
こ
と

ば　

福
音
化
の
歩
み
」。
髙
見

三
明
大
司
教
と
下
窄
英
知
神

父
（
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
た
。

髙
見
大
司
教
は
「
世
界
広
報

の
日
」
に
向
け
た
教
皇
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
解
説
。「
人
間
は
心

や
考
え
を
分
か
ち
合
う
こ
と
、

つ
ま
り
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
き
る
喜
び
や
幸
福
を
味

わ
う
」
と
し
、交
わ
り
の
方
法

の
１
つ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
だ
と
説
い
た
。
ま
た
、出
発

は
沈
黙
に
あ
り
、自
分
自
身

の
内
面
を
見
つ
め
、自
分
の
心

の
動
き
や
周
囲
の
動
き
を
思

い
巡
ら
し
、情
報
を
識
別
し

て
、自
分
の
思
い
や
考
え
を
言

葉
、表
情
で
表
わ
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
人
間
関
係
が
深
め

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、現
代
に
お

い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、問

い
掛
け
と
答
え
が
行
き
交
う

場
に
な
っ
て
い
て
、こ
こ
で
も

沈
黙
の
役
割
は
大
き
く
、祈

り
や
黙
想
、神
の
言
葉
の
分
か

ち
合
い
の
機
会
と
も
な
り
得

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

在
り
方
を
学
ぶ
こ
と
は
、話
す

こ
と
だ
け
で
な
く
沈
黙
の
う

ち
に
聞
き
、考
え
る
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
。
大
司
教
は
最
後
に
、

「
沈
黙
と
言
葉
の
両
方
と
も
、

福
音
化
の
た
め
に
働
く
人
に

と
っ
て
重
要
だ
」
と
結
ん
だ
。

　

ま
た
下
窄
神
父
は
、語
る

機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で

思
索
や
黙
想
が
深
ま
っ
た
と

い
う
自
身
の
体
験
を
導
入
に
、

「『
聞
く
た
め
の
沈
黙
』
は
皆

さ
ん
が
す
で
に
実
践
し
て
い

る
こ
と
。
人
の
話
を
聞
く
と

き
も
、神
さ
ま
の
話
を
聞
く
と

き
も
、私
た
ち
は
口
を
閉
ざ
し

ま
す
。
し
か
し
大
抵
の
場
合
、

聞
く
だ
け
だ
と
、聞
い
た
話
の

大
半
は
忘
れ
て
し
ま
う
。
と

こ
ろ
が
、『
語
る
た
め
の
沈
黙
』

の
場
合
、思
索
や
黙
想
だ
け

で
な
く
『
聞
く
た
め
の
沈
黙
』

も
深
ま
り
、聞
い
た
こ
と
が
心

に
響
き
、響
い
た
こ
と
が
心
に

刻
ま
れ
、刻
ま
れ
た
こ
と
を
反

す
う
し
、そ
れ
が
自
分
の
血
と

肉
と
な
る
」「
遠
慮
が
ち
な

私
た
ち
は
、相
手
の
こ
と
を
気

遣
っ
て
福
音
を
語
る
こ
と
に

躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇
し
が
ち
だ
が
、最
も
よ
い

も
の
を
伝
え
る
の
だ
か
ら
、本

当
に
相
手
の
こ
と
を
思
う
の

で
あ
れ
ば
、福
音
を
語
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
福
音
を
語

る
こ
と
は
、相
手
に
対
す
る
私

の
義
務
。
福
音
は
自
分
だ
け

の
も
の
で
な
く
、分
か
ち
合
う

も
の
。
み
ん
な
と
分
か
ち
合

お
う
と
す
る
と
、私
は
『
語
る

た
め
の
沈
黙
』
を
実
践
し
、福

音
は
私
を
ま
す
ま
す
豊
か
に

し
て
く
れ
る
」
と
述
べ
、福
音

を
語
る
者
に
な
る
よ
う
に
と

説
い
た
。
参
加
者
は
「
と
て

も
分
か
り
や
す
く
て
良
か
っ

た
。
参
加
者
が
少
な
い
の
が

残
念
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。

わ
せ
は
「
ド
・
ロ
さ
ま
の
家

事
務
局
」
℡
０
９
５
９

－

25

－

１
０
０
２
ま
で
。

　

韓
国
如
己
の
会
（
総
裁
・

李イ

文ム
ン

煕ヒ

大
司
教
＝
写
真
、崔チ

ェ

玉オ
ク

植シ
ク

会
長
）
は
５
月
６
日
、

の
部
は
鄭

チ
ョ
ン
ス
ン
ホ
ン

丞
憲
さ
ん（
中
３
）

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
、優
秀

賞
と
佳
作
（
各
11
人
）
の
計

24
人
が
表
彰
さ
れ
た
。
最
優

秀
賞
・
優
秀
賞
の
受
賞
者
は

特
典
と
し
て
８
月
７
日
〜
10

日
に
実
施
す
る
長
崎
巡
礼
に

参
加
す
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
は

２
０
１
０
年
に
制
定
さ
れ
、

今
年
で
３
回
目
。

　

ま
た
授
賞
式
の
中
で
は
、

髙
見
三
明
長
崎
大
司
教
と
長

崎
如
己
の
会
の
朝
長
万
左
男

理
事
長
（
日
本
赤
十
字
社
長

崎
原
爆
病
院
院
長
）・
永
井

徳
三
郎
副
理
事
長
（
長
崎
市

永
井
隆
記
念
館
館
長
）
か
ら

送
ら
れ
た
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
た
。

大テ

邱グ

の
月ウ

ォ
ル
ソ
ン城
聖
堂
文
化
館
で

「
第
３
回
如
己
愛
人
賞
」
授

賞
式
を
行
っ
た
。

　
「
如
己
愛
人
賞
」
は
、永
井

隆
博
士（
１
９
０
８
〜
51
年
）

の
如
己
愛
人
精
神
を
伝
え
る

た
め
に
博
士
に
関
す
る
図
書

を
指
定
し
、中
高
生
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
。
高
校
の
部
は

李イ
ウ
ォ
ン
ホ
源
浩
さ
ん
（
高
３
）、中
学

　

旧
出
津
救
助

院
と
ド
・
ロ
神

父
遺
跡
を
活
用

す
る
部
会「
ド
・

ロ
さ
ま
の
家
」

は
５
月
４
〜
５

日
、長
崎
市
西

出
津
町
に
あ
る

ド
・
ロ
神
父
ゆ

か
り
の
茶
畑
で

茶
摘
み
体
験
を

　

晩
の
７
時
過
ぎ
。
長
崎

カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
の
聖

堂
で
は
神
学
生
た
ち
が
集

ま
り
、鈴
の
音
の
合
図
と
共

に
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
が
始

ま
っ
た
。
毎
日
さ
さ
げ
て

い
る
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は

ラ
テ
ン
語
で
唱
え
ら
れ
て

い
る
。「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、グ

ラ
ツ
ィ
ア
プ
レ
ナ
、ド
ミ
ヌ

ス
テ
ク
ム
…
」
新
入
生
も

ン
ガ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
、日
本
か
ら
60
人
（
半
数

は
仏
教
徒
）
が
参
加
予
定
と

の
紹
介
も
あ
っ
た
。

　

最
終
日
は
髙
見
三

明
大
司
教
が
訪
れ
、

「
長
崎
教
区
に
と
っ
て

マ
リ
ア
ポ
リ
は
大
き

な
恵
み
」
と
祝
福
。
参

加
者
の
１
人
は
、「
今

回
の
集
い
で
も
、神
さ

ま
の
み
手
が
魂
に
触

れ
る
の
を
目
に
し
ま

し
た
」
と
感
動
を
語

り
、皆
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
志
し
、帰
途
に
つ

い
た
。

ラ
テ
ン
語
で
「
ロ
ザ
リ
オ
唱
」

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

ド・ロさまゆかりの畑で
お茶摘み体験（出津）

第
３
回

如
己
愛
人
賞
授
賞
式

韓
国
如
己
の
会

「
沈
黙
と
こ
と
ば
」
テ
ー
マ
に

第
46
回
「
世
界
広
報
の
日
」
の
集
い

髙
見
大
司
教
と
下
窄
神
父
が
講
演
（
セ
ン
タ
ー
）
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